
～平成28年度交付決定額： 67,849 千円 平成29年度申請額： 7,584 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

平成 33 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

・世界文化遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」をはじめとする地域の文化遺産や伝統文化に関する認識や意識が向
上し、それらの保存と活用による地域活性化、及び次世代への継承の促進が期待できる。
・次世代を担う子ども達をはじめ、県民に参加してもらうことで、世界文化遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」を
はじめとする地域の文化遺産に対する理解度・認知度を高めることができ、故郷への愛着や誇りを育むことができ
る。
・世界文化遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」魅力を総合的に発信していくことで、全国から多くの来場者が見込
まれるほか、県のブランド力を高め観光振興を含めた地域の活性化に貢献できる。
・文化財保護団体、地元市町村、民間企業など多くの関係機関や団体が参加することで、交流・連携が強化され、
自主的な活動の継続・強化が期待できる。

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

群馬県  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

　本事業については、群馬県が関係市町村、文化財保護団体、民間団体等と協力して、全体計画の企画、調整、事
業の指導等を行う。
　群馬県の所属の所管業務・役割は以下のとおり。

　群馬県教育委員会事務局　文化財保護課：各補助事業における文化財の取り扱い等に関する指導・調整等
　群馬県企画部　世界遺産課：世界文化遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」に関する指導・調整等
　群馬県生活文化スポーツ部　文化振興課：事業全体の調整、群馬の歴史文化資産に係る指導・調整等
　群馬県農政部　蚕糸園芸課：蚕糸業に関する指導等
　群馬県産業経済部　観光物産課：観光に関する連携
　群馬県総務部　広報課：情報発信に関する連携

　事業については「群馬歴史文化遺産発掘・活用・発信実行委員会（委員長 近藤 功）」が実施する。
　また、構成団体のうち、主に世界文化遺産活性化事業は「シルクカントリーぐんま連絡協議会」が実施し、
地域文化遺産活性化事業は「（公財）群馬県教育文化事業団、（一社）群馬建築士会、歴史と文化を学ぶ会、ひつ
じ大学」が実施する。
　
　構成団体
　　シルクカントリーぐんま連絡協議会、（公財）群馬県教育文化事業団、
　（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団、（公財）群馬県観光物産国際協会、（一社）群馬建築士会、
　群馬県立女子大学群馬学センター、群馬県立歴史博物館、
　県内文化財保護団体（歴史と文化を学ぶ会、ひつじ大学、上野国分寺遺跡愛好会など）、
　　群馬県、群馬県教育委員会、関係市町村（オブザーバー）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

世界遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」を活かした地域活性化事業実施計画

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

　第15次群馬県総合計画「はばたけ群馬プランⅡ」（平成27年策定）、群馬県文化振興指針（平成24年度策定）、
第2次群馬県教育振興基本計画（平成25年度策定）及び群馬県観光振興基本計画「はばたけ群馬観光プラン2016-
2019」（平成27年度策定）を踏まえ、世界文化遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」の価値やその礎となっている絹
文化や歴史、遺産等を県内外、国内外に発信し、これらを活用した地域活性化を促進するため事業を実施する。
　また、事業計画期間中は、事業を通じて、行政や地元住民、民間団体、文化財保護団体等による連携・協力体制
の強化を図るとともに、一過性の事業として終わらないよう、これら団体の多数の参画を促進し、自主的な発信・
活用の取り組みの継続推進を図る。

世界文化遺産活性化

平成 24 年度 ～

事業概要：

●絹文化継承プロジェクト（県事業）
　・県内小学校にカイコを飼育してもらい、その繭からとれた糸で校旗を作成する。
　・小・中学生、高校生等に「富岡製糸場と絹産業遺産群」の価値や養蚕・製糸・織物の
　　絹産業について理解を深めてもらうため、学校キャラバンを派遣する。

事業概要：
●総合的情報提供（県、民間団体等）
　・「富岡製糸場と絹産業遺産群」に関連する各種パンフレット等の作成。
　・地方公共団体や企業等が開催するイベント等に出展し「富岡製糸場と絹産業遺産群」をＰＲ

事業概要：
●文化財保存事業費補助（県事業）
　・世界遺産一覧表記載の文化財への保存事業費補助

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 12 担当部局

現時点で県での策定予定はない。

地方公共団体
担当部局課

　群馬県　生活文化スポーツ部　文化振興課　東国文化推進室



年度

人 人 人 人 人 人

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

28 年度 851,312 人 ⇒ 平成 33

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産への来場者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
「富岡製糸場と絹産業遺産群」構成４資産及び（仮
称）世界遺産センターの来場者数

関連事業: ②、③、④、⑤、⑥、⑦

年度 1,101,000 人目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分２： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分２：

目標値３： 平成 28 年度 220 回 ⇒ 平成 33

年度

その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２：
「富岡製糸場と絹産業遺産群」ホームページページ
ビュー数

関連事業: ②、③、④、⑤、⑥、⑦

目標値２： 平成 28 年度 128,096 件 ⇒ 平成 33 年度 153,000 件

件

設定根拠２： 28年度実績からその後毎年5,000件増加するように設定

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

件 件

目標区分３： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分３： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３：
構成資産全体の解説・普及を行う民間団体（富岡製糸
場世界遺産伝道師協会）の年間活動日数

関連事業: ①、②、③、⑦

件 件 件

年度 270 回

設定根拠３： 平成28年度の活動日数から毎年10回活動が増加すると設定

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

回 回 回 回 回 回

設定根拠１： 28年度来場者数実績からその後毎年5万人増加するように設定

様式１－１別紙①



人 人 人

30 年度 平成 31 年度

人 人 人

年度 平成 34 年度平成

～ 平成 30 年度

事業概要：

　「富岡製糸場と絹産業遺産群」の価値をより多くの方に正しい理解をしてもらうため、富岡製
糸場で構成４資産やその価値の基礎となっている養蚕・製糸・織物の絹産業等を紹介する企画展
を開催する。企画展では、構成４資産や絹産業等を総合的に紹介するパネル、養蚕製糸の実物や
来場者が手に触れるものなどを展示する。

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 28 年度

平成 33 年度 1,101,000 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 851,312 人 ⇒

人人 人 人人 人

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 「富岡製糸場と絹産業遺産群」構成４資産及び（仮称）世界遺産センターの来場者数

目標値： 平成 28 年度 851,312 人人 ⇒ 平成 33 年度 1,101,000

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

回回 回 回

～ 平成 33 年度

事業概要：

　「富岡製糸場と絹産業遺産群」が影響を与えた県外地域や絹産業による地域活性化に取り組む
地域との交流を通じて、県外地域および県内の方に「富岡製糸場と絹産業遺産群」の価値のさら
なる普及を図るとともに、地域活性化の契機とする。
　平成31年度が世界遺産登録5周年に当たるため、29年度、30年度は5周年に向けた序章とし、31
年度に5周年記念として盛大に開催する。32年度、33年度はそれまでの事業の成果を検証し、さ
らにブラッシュアップして実施する。なお、32年度は、東京オリンピックと関連させることを検
討する。

事業②： シルク博 実施団体： シルクカントリーぐんま連絡協議会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

31 年度 平成 32 年度 平成

回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

回 ⇒ 平成 33 年度 270

～ 平成 30 年度

事業概要：
　県内のガイド・解説員団体等の方を対象に、世界遺産構成４資産についての総合的な講習及び
解説・ガイドの技能向上のための講習を実施し、「富岡製糸場と絹産業遺産群」の価値を総合的
に説明できるガイド・解説員を養成するとともに、そのレベルアップを図る。

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 27 年度

事業③： 「富岡製糸場と絹産業遺産群」企画展 実施団体： シルクカントリーぐんま連絡協議会

評価指標区分： ・ボランティアガイド育成講座修了者の後年度活動者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 構成資産全体の解説・普及を行う民間団体（富岡製糸場世界遺産伝道師協会）の年間活動日数

目標値： 平成 27 年度 218

33 年度 平成 34 年度

回 回

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①： ガイド・解説員レベルアップ研修 実施団体： シルクカントリーぐんま連絡協議会

32 年度 平成 33平成 29 年度 平成

具体的な指標： 「富岡製糸場と絹産業遺産群」構成４資産及び（仮称）世界遺産センターの来場者数

目標値：

・その他 （具体的な指標は次のとおり）評価指標区分：

様式１－１別紙②



人 人 人人 人 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 年度31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

事業概要：
　群馬県が整備し、平成30年度末頃オープン予定の（仮称）世界遺産センターで上映する構成４
資産を紹介する映像コンテンツを制作する。30年度及び33年度に制作を予定。33年度に制作する
ものは、来場者の意見等を踏まえ、ブラッシュアップしたものを制作する。

事業⑤： 世界遺産センター上映用映像コンテンツ制作 実施団体： シルクカントリーぐんま連絡協議会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 33 年度

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： （仮称）世界遺産センター来場者数

目標値： 平成 28 年度 0 人人 ⇒ 平成 33 年度 200,000

人人 人 人人 人

評価指標区分： ・制作映像の上映会等への貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 「（仮称）世界遺産センター」ＶＲシアター利用者数

目標値： 平成 28 年度 0 人人 ⇒ 平成 33 年度 100,000

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

人 ⇒ 平成 33 年度 200,000

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： （仮称）世界遺産センター来場者数

目標値：

～ 平成 33 年度

事業概要：
　群馬県が整備し、平成30年度末頃オープン予定の（仮称）世界遺産センターのＶＲシアターで
上映するコンテンツを作成する。30年度及び33年度に制作を予定。33年度に制作するものは、来
場者の意見等を踏まえ、ブラッシュアップしたものを制作する。

事業④： ＶＲシアター上映用コンテンツ制作 実施団体： シルクカントリーぐんま連絡協議会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度

33 年度 平成 34 年度

人 人

31 年度 平成 32 年度 平成平成 29 年度 平成 30 年度 平成

人人 人 人

事業⑥：
世界遺産センター来場者配付用パンフレット制
作

実施団体： シルクカントリーぐんま連絡協議会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度

平成 28 年度 0

～ 平成 31 年度

事業概要：
　群馬県が整備し、平成30年度末頃オープン予定の（仮称）世界遺産センターの来場者に配付す
るパンフレットを制作する。

人



33 年度 平成 34

人 人 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 年度

人 人

31 年度 平成 32 年度 平成

人

～ 平成 31 年度

事業概要：
「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産登録５周年を記念し、世界遺産登録の喜びを県民と改
めて分かち合うとともに、県内外にその価値を改めて普及啓発し、後世へ引き継ぐ契機とする。

事業⑦： 世界遺産登録５周年記念事業 実施団体： シルクカントリーぐんま連絡協議会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 31 年度

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 「富岡製糸場と絹産業遺産群」構成４資産及び（仮称）世界遺産センターの来場者数

目標値： 平成 28 年度 851,312 人人 ⇒ 平成 33 年度 1,101,000


